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P r o f i l e

　圧倒的な才能と生来の音楽性を持つチョ・ソン
ジンは、同世代の最も優れた才能を持つひとりと
して、また現在の音楽界における最も異彩を放つ
アーティストとして名を成している。思慮深く詩的
で、堂 と々しながらもやさしく、また極めてヴィルトゥ
オーソ的で色彩豊かなチョ・ソンジンの演奏は、貫
禄と純粋さを兼備し、見事なバランス感覚によって
生み出されている。
　1994年ソウル生まれ。6歳でピアノを習い始め、
11歳で初めて観客の前でリサイタルを行う。2009
年第7回浜松国際ピアノコンクールで最年少優
勝。2011年には17歳でチャイコフスキー国際コン
クール第3位入賞。2012-2015年にパリ音楽院で
ミシェル・ベロフに学ぶ。2015年ショパン国際ピア
ノコンクールで優勝し、国際的な脚光を浴びる。
　2016年1月にドイツ・グラモフォンと専属契約を
締結。その後ベルリン・フィル、ウィーン・フィル等、
世界有数の一流オーケストラと共演している。指

揮者ではチョン・ミョンフン、グスターボ・ドゥダメ
ル、アンドリス・ネルソンス、ジャナンドレア・ノセダ、
サイモン・ラトル、サントゥ＝マティアス・ロウヴァリ、
エサ＝ペッカ・サロネン等と定期的に共演。
　2022/23シーズンは、バイエルン放送響、ネルソ
ンス指揮ボストン響との再共演のほか、ビシュコフ
指揮チェコ・フィルとはティエリー・エスケシュの新
しいピアノ協奏曲を世界初演した。そのほかラトル
指揮ロンドン響との日本・韓国ツアー、チョン・ミョ
ンフン指揮ドレスデン・シュターツカペレとのドレス
デン及び韓国公演、そしてアカデミー室内管との
欧州ツアーにも参加し、反響を呼んだ。
　これまで、カーネギー・ホール、ベルリン・フィル
ハーモニー、ウィーンのコンツェルトハウス、ヴェル
ビエ音楽祭等、世界の権威あるホールや音楽祭
で多くのリサイタルを行っており、今シーズンには
カーネギー・ホール、ボストン・セレブリティ・シリー
ズ、ベルリン・フィルハーモニー、ウィーンのコンツェ
ルトハウス等のリサイタルのほか、ロンドンのバー
ビカンにデビューした。
　2016年11月、ノセダ指揮ロンドン響とショパン:
ピアノ協奏曲第1番 他を収録したドイツ・グラモフォ
ンによる初のCDをリリース。2017年11月にドビュッ
シーのソロ・アルバム、2018年にネゼ＝セガン指揮
ヨーロッパ室内管とのモーツァルト・アルバム、
2020年５月にシューベルトの幻想曲「さすらい
人」他を収録したアルバムをリリース。2021年8月
にはノセダ指揮ロンドン響とのショパン：ピアノ協
奏曲第2番とスケルツォ集が、2023年2月には「ヘ
ンデル・プロジェクト」がリリースされた。これまでリ
リースしたすべての録音は世界中で批評家から
絶賛されている。

　ロンドン生まれ。1990年、第4回バッハ・ジュニ
ア音楽コンクールでの第1位を皮切りに、1996年
のフリッツ・クライスラー、ロン＝ティボーの両国際
音楽コンクールでの第1位など、5つの権威ある国
際コンクールにて優勝。ドイツを拠点にソリストとし
て世界の舞台で演奏する傍ら、2010年に正式就
任したベルリン・フィルハーモニー管弦楽団第1コ
ンサートマスターを務める。
　3歳よりヴァイオリンを恵藤久美子に学ぶ。5歳
でNYに転居し、7歳でジュリアード音楽院プレカ
レッジに入学、田中直子に師事。11歳の時、名教
授ザハール・ブロンに招かれリューベックに留学。
20歳よりフライブルク音楽院でライナー・クスマウ
ルに師事、グスタフ・シェック賞を受賞し修士課程
を修了した。
　これまで、ロリン・マゼール、小澤征爾、マリス・ヤ
ンソンス、チョン・ミョンフン、パーヴォ・ヤルヴィなど
の著名指揮者のもと、国内外のオーケストラと共

演を重ねるほか、室内楽にも意欲的に取り組み、
マルタ・アルゲリッチ、ギドン・クレーメル、ユーリ・バ
シュメット、ミッシャ・マイスキー、エマニュエル・パ
ユ、ポール・メイエなどの著名ソリストと共演。使用
楽器は、株式会社クリスコ（志村晶代表取締役）か
ら貸与された1744年製デル・ジェス「ド・ベリオ」。
　2007年からは、自身が音楽監督となって兵庫
県赤穂市・姫路市を舞台に室内楽の国際音楽祭
「ル・ポン（Le Pont）」を開始。フランス語で「架け橋」
の意を持つ名前を冠した本音楽祭は、「音楽を架
け橋に、人と人のきずなを大切にし、平和で幸せ
な世界を創りたい」という樫本の願いを受けて開
催され、彼の声がけで世界一流の音楽家が毎秋
参加し話題を呼んでいる。
　2010年、日本人として史上2人目のベルリン・
フィルハーモニー管弦楽団第1コンサートマスター
に正式就任。オーケストラの顔として活動している
ほか、本拠地ベルリンでの定期演奏会やヨーロッ
パ、アジア・ツアーでの演奏会などでソリストとして
も共演している。
　主なCDは、2014年にワーナー・クラシックスから
世界リリースもされた、コンスタンチン・リフシッツと
の「ベートーヴェン：ヴァイオリン・ソナタ全集」など。
　1995年アリオン音楽賞、1997年出光音楽賞、
モービル音楽賞、1998年新日鉄音楽賞フレッシュ
アーチスト賞、平成9年度芸術選奨文部大臣新人
賞、2011年兵庫県文化賞、チェンジメーカー
2011クリエーター部門、2017年姫路市芸術文化
大賞、ドイツに於いてはシュタインゲンベルガー
賞、ダヴィドフ賞を受賞。2019年12月より、HiFi
オーディオ製品ブランド「VELVET SOUND」（旭化
成エレクトロニクス）公式アンバサダー。
　TBS「情熱大陸」、NHK「プロフェッショナル～仕
事の流儀」など、多くのメディアに取り上げられ、ク
ラシック音楽の最高峰で活躍するヴァイオリニスト
として常に注目を浴びている。
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曲目解説
寺西 基之（音楽評論家）  Motoyuki Teranishi

【6月29日】

ショパン：
ピアノ協奏曲第2番 ヘ短調 Op.21
　多くのロマン的なピアノ曲で知られるショパン
（1810－49）だが、協奏曲は２曲しか残していな
い。しかも２曲とも彼がまだ母国ポーランドにい
た初期の時代に書かれている。いずれもピアノ
の技巧性を披露しながらも、当時恋に悩んでい
た彼の青春のロマン的感情を表現したものと
なっている。第2番は第1番に先立って1829年
秋から翌年初めにかけて書かれており（番号が
後になったのは出版が遅れたため）、その第2楽
章についてはショパン自身が友人宛の手紙の
中で憧れの女性を想いながら作曲したことを
告白している。彼は1829年の春頃から、ワルシャ
ワ音楽院の声楽科の学生コンスタンツィア・グワ
ドコフスカに片思いしていたのである。この作品
にはそうした自身の感情が表出されているが、
またそれとともに、ポーランドの民俗音楽の語法
が随所に取り入られている点が彼らしい。初演
は1830年3月17日ワルシャワで彼自身の独奏で
なされている。
　第1楽章（マエストーソ）は協奏的ソナタ形式
で、暗い表情を秘めた第１主題と優美な第2主
題を持つ。第2楽章（ラルゲット）はロマンティック
な憧れに満ちた緩徐楽章。中間部では、あたか
も恋の不安を表現するかのように弦のトレモロ
上でピアノが劇的なモノローグを叙唱風に語る。
第3楽章（アレグロ・ヴィヴァーチェ）はマズルカ
風の主題を中心に繰り広げられるフィナーレ。舞
踏的な副主題を挟みつつ、活気に満ちて展開さ
れ、最後はホルンのシグナルで始まるコーダで
鮮やかに締めくくられる。

エルガー：
交響曲第1番 変イ長調 Op.55
　近代イギリスの作曲家エルガー（1857－
1934）は、独学で作曲を勉強し、世に認められ
るのも40歳過ぎてからという典型的な大器晩
成型の道を歩んだ。作風は後期ロマン派的な
重厚な書法のうちに高貴な気品を湛えたもの
で、地味ながらも深い味わいを持っている。50
歳を越えてほどない1908年に完成された交響
曲第1番は、そうした彼の特質が端的に現れた
大作である。伝統的なロマン派の交響曲様式
に則りつつも、そこにイギリス気質を滲ませたこ
の作品は、初演（1908年12月3日マンチェスター、
指揮はハンス・リヒター）の後わずか1年の間に、
イギリス国内のみならず欧米各地で次 と々演奏
され、イギリスの交響曲としては広く世界的な人
気を得た初めての作品となった。
　第1楽章（アンダンテ、ノビルメンテ・エ・セン
プリチェ～アレグロ）は序奏が置かれている。そ
の冒頭に大らかなモットー主題が示されるが、
これはこの楽章の要所に現れるほか、両端楽
章をつなぐ循環主題となる。主部はソナタ形式
により起伏に満ちて発展する。第2楽章（アレグ
ロ・モルト）は急速なスケルツォ風の楽章。途中
のフルートの伸びやかな主題が印象的である。
そのまま休みなく入る第3楽章（アダージョ）は
奥深い叙情を湛えたロマン的な緩徐楽章。第4
楽章（レント～アレグロ）は混沌とした序奏に
自由なソナタ形式の主部が続くフィナーレで、
モットー主題を活用しつつ輝かしい盛り上がり
を示す。

【6月30日】

ブラームス：
ヴァイオリン協奏曲 ニ長調 Op.77
　ブラームス（1833－97）が残したこの唯一の
ヴァイオリン協奏曲は、1878年に書かれた。前年
の第２交響曲にも通じる伸びやかな曲想のうち
に確固とした論理的構成と豊かな内面表現を
湛えた作品で、古典的な協奏曲様式を継承し
ながらも、例えば微妙な転調による情感の移ろ
いの表出など、そこにロマン的な内面感情の表
現を盛り込むブラームスらしい作風が如実に示
された傑作となっている。独奏ヴァイオリンの技
巧上の問題については親友の名ヴァイオリン奏
者ヨアヒムの助言を得ており、初演（1879年元
日、ライプツィヒ）もヨアヒムの独奏、ブラームスの
指揮で行われている。ヨアヒムはその後も細部
の多くの箇所の変更を提案、ブラームスもそれ
に沿って改訂を施し、現在の決定稿が完成さ
れた。
　第1楽章（アレグロ・ノン・トロッポ）は協奏風
ソナタ形式による長大な楽章。２つの主要主題
はおおらかで牧歌的だが、楽章全体は重厚で
大きな起伏のうちに運ばれる。第2楽章（アダー
ジョ）は３部形式による緩徐楽章。オーボエが息
の長い美しい旋律を奏で、独奏ヴァイオリンがこ
れを発展させる。中間部では頻繁な転調によっ
て不安定に移り行く情感を表し出す。第3楽章
（アレグロ・ジョコーソ・マ・ノン・トロッポ・ヴィ
ヴァーチェ）は生気に満ちたロンド・フィナーレで、
快活なロンド主題はブラームス好みのいわゆる
“ハンガリー風”の性格を持っている。

ラフマニノフ：
交響曲第2番 ホ短調 Op.27
　ロシアの作曲家ラフマニノフ（1873－1943）
の代表作のひとつに数えられるこの交響曲第２
番は、1903年頃に着手されている。1897年に初
演された交響曲第１番の失敗の後、ピアノ協奏
曲第２番（1901）の成功で名声を高めて自信を
取り戻していた時期のことで、そうした創造力の
回復の中で、彼は意欲を新たにして交響曲の
ジャンルに改めて挑戦しようとしたのだろう。本
格的な作曲は、ロシア帝政末期の政情不安を
避けて移り住んだドレスデンにおいて1906年か
ら翌年にかけてなされている。ロシア的な力強
さと暗い叙情、メランコリックな郷愁、そして不安
な時代を反映するような錯綜した感情性など、
全編に満ち溢れるロマン的特質がいかにもラフ
マニノフらしいが、一方でそうした特質が、主題
や動機の循環手法など、本格的な大交響曲と
しての確かな論理的構成に結び付けられ、それ
によって激しいまでの感情の起伏が説得力に
満ちた表現へ高められている。初演は1908年
２月８日（ロシア旧暦で１月26日）に作曲者自身の
指揮によりペテルブルクで行なわれた。
　第1楽章（ラルゴ～アレグロ・モデラート）は
長大な序奏に始まるが、その冒頭の低弦の主
題が全曲の循環動機となる。主部はメランコ
リックな主題を中心に大きなうねりで発展する。
スケルツォに相当する第2楽章（アレグロ・モル
ト）を挟んで、第3楽章（アダージョ）はラフマニノ
フならではの情感豊かな旋律が歌い紡がれる
緩徐楽章。一転して第4楽章（アレグロ・ヴィ
ヴァーチェ）は熱気を帯びた賑やかなフィナーレ
である。






